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Abstract

On　the　Uji－Kabane　System　in　the　6th　Century

Takehiko　YOSHIMURA

　　　　Studies　on　the　Uji－Kabane　System　are　important　in　order　to　make　the　political　structure　of　the

Yamato　Dynasty　in　ancient　Japan　clear．　The　establishment　of　the　Uji－Kabane　System　has　close

relationship　with　that　of　the　Bemin“部民”System．　This　Bemin　System　was　established　on　the　histori－

cal　premise　that　there　was　the　Hito“人”System　in　the　fifth　century．1　examined　the　results　of　current

studies　and　the　problems　on　the　basis　of　the　historical　process　like　these．　As　the　historical　materials，　I

compiled　the　materials　of　epigraph　before　and　after　the　establishment　of　the　Uji－Kabane　System　and

the　documentary　catalogs　of　main　studies　on　Nihonshoki“日本書紀”and　Kojiki“古事記”since　the

war．

　　　The　Uji－Kabane　was　established　by　taking　the　following　three　steps．　The　first　step　is　the　Hito

System　in“杖刀人”of　the　signature　on　the　iron　sword　exacavated　at　the　tumulus“Inariyama　kofun”

or“ T曹人”　of　the　signature　on　the　big　sword　excavated　at　the　tumulus“Funayama　kofun”．The　Hito

System　means　duty　of　services．　They　are　inscribed　in　Chinese　and　the　possibility　that　they　were　read

in　Japanese　is　strong．　The　second　step　is　the　time　sllch　transitional　orthography　as“開中費直”of　the

signature　on　the　mirror　in　the　Sudahachiman　Shrine．　The　Uji－Kabane　System　was　not　yet　established

in　these　times．　The　third　step　is　the　second　half　of　the　sixth　century　in　which　the　certain　materials　of

the　Bemin　emerged．　It　is“額田部”of　the　signature　on　the　big　sword　excavated　at　the　tumulus

‘‘nkadayama　ichigoll　kofun”and　basically，　it　is　inscribed　in　Japanese　just　as　it　is　read．　Consequently，

the　Uji－Kabane　was　established　between　the　end　of　the　fifth　century　and　the　first　half　of　the　sixth　cen－

tury．

　　　　Though　the’Hito　System　in　the　fifth　century　was　influenced　by　China，　the　Bemin　System　in　the

sixth　century　was　infiuenced　by　Kudara，　The　Uji’　was　established　with　the　establishment　of　the　Bemin

System．　The　Bemin　System　has　close　relationship　with　Miyake“屯倉”and　Tadokoro‘‘田荘”，　and

there　is　a　qualitatively　phased　difference　between　the　Hito　System　and　the　Bemin　System．　But，　be－

callse　the　Uji　is　in且uenced　by　the　Hito　System，　the　essence　emerges　in　Naoi－no－Uji．　It　is　the　Kabane

that　demonstrates　the　ranking　of　the　Uji　like　this　clearly．
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は
じ
め
に

　
日
本
古
代
1
と
り
わ
け
大
化
前
代
の
政
治
・
社
会
組
織
の
究
明
に
氏
（
ウ
ヂ
）

姓
（
カ
バ
ネ
）
制
度
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ウ

ヂ
や
カ
バ
ネ
は
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
に
は
異
説
も
あ
り
、
た
と
え
ば
加
藤
晃
氏
は
『
日
本
書
紀
』
に
み
ら

れ
る
「
氏
」
の
諸
記
述
を
「
う
ち
」
と
訓
む
こ
と
に
疑
問
を
は
さ
み
、
漢
籍
風
の

表
記
と
し
て
退
け
、
大
伴
・
蘇
我
と
い
う
よ
う
な
名
称
が
『
古
事
記
』
・
『
日
本
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち

紀
』
（
以
下
、
記
紀
と
略
す
）
の
成
立
以
前
に
「
氏
の
名
」
で
あ
っ
た
と
す
る
考

え
方
は
疑
問
で
あ
る
と
す
る
（
「
日
本
の
姓
氏
」
『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本

古
代
史
講
座
』
一
〇
、
学
生
社
、
一
九
八
四
年
）
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
ウ
ヂ

の
理
解
を
含
め
て
問
題
点
が
多
く
、
学
界
に
お
い
て
支
持
す
る
意
見
は
少
数
で
あ

る
。　
現
在
の
と
こ
ろ
、
吉
田
孝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ウ
ヂ
と
カ
バ
ネ
の
成
立
は

六
世
紀
代
に
想
定
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
（
「
古
代
社
会
に
お
け
る
『
ウ

ヂ
』
」
『
日
本
の
社
会
史
』
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
。
吉
田
氏
の
論
考
に

は
加
藤
氏
の
前
掲
論
文
の
影
響
が
み
ら
れ
、
慎
重
な
い
い
ま
わ
し
が
多
い
が
、
基

本
的
枠
組
み
と
し
て
は
通
説
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
吉
田
氏
の
視
点
を
継
承
し
な

が
ら
、
屋
上
屋
を
架
す
き
ら
い
が
あ
る
が
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
な
お
、
以
下
の
行
論
で
は
氏
（
ウ
ヂ
）
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
氏
の
敬
称

は
省
略
す
る
。

岡
田
山
一
号
墳
出
土
の
大
刀
銘

　
島
根
県
松
江
市
の
岡
田
山
一
号
墳
出
土
（
出
土
の
日
時
は
、
一
九
一
五
年
く
大

正
四
V
）
の
円
頭
大
刀
の
銀
象
嵌
の
銘
文
（
以
下
、
岡
田
山
大
刀
銘
と
略
す
）
が

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
、
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
）
の
こ
と
で
、
一
九

八
七
年
に
は
島
根
県
教
育
委
員
会
か
ら
『
出
雲
岡
田
山
古
墳
』
の
報
告
書
が
刊
行

さ
れ
た
。
公
表
さ
れ
た
釈
文
は
十
二
字
で
、

　
　
ハ
　
　

　
　
各
田
部
臣
口
口
素
口
口
大
利
口

で
あ
る
。
十
二
字
の
釈
文
と
述
べ
た
が
、
判
読
で
き
る
の
は
わ
ず
か
七
字
に
す
ぎ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ヂ
名
の
成
立
を
考
え
る
う
え
で
い
く
つ
か
の
情
報
を

得
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
渡
辺
貞
幸
「
岡
田
山
一
号
墳
」
（
『
図
説
西
日
本
古
墳
総
覧
』
新
人
物
往
来
社
、
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一
九
九
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
古
墳
の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
墳
丘
の
長

さ
は
二
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、
二
段
築
成
の
前
方
後
方
墳
で
あ
る
。
後
方
部
の
一

辺
と
前
方
部
の
幅
は
＝
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、
墳
丘
か
ら
円
筒
埴
輪
と
子
持
壷
形

須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。
後
方
部
に
は
主
軸
と
直
交
し
て
半
地
下
式
の
横
穴
式

石
室
が
造
ら
れ
、
全
長
は
約
五
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
時
期
と
し
て
は
六
世
紀

後
半
を
中
心
と
す
る
時
期
が
想
定
さ
れ
る
、
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
考
古
学
的
知
見
に
よ
れ
ば
、
報
告
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
銘
文
の
「
各
（
額
）
田
部
臣
」
は
額
田
部
と
い
う
ウ
ヂ
名
（
た
だ
し
報
告
書

で
は
「
額
田
」
）
と
、
部
民
制
の
部
の
表
記
で
は
最
古
の
部
類
に
な
る
。
後
述
す

る
隅
田
八
幡
神
社
所
蔵
人
物
画
像
鏡
銘
の
「
開
中
費
直
」
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
、

人
物
画
像
鏡
銘
の
方
が
古
く
な
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
開
中
（
ウ
ヂ
名
）
と
費

直
（
カ
バ
ネ
）
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
少
な
く
と
も
岡
田
山
大
刀
銘
が
確
実

な
最
古
の
事
例
と
な
る
。
こ
う
し
た
見
解
が
正
し
け
れ
ば
、
岡
田
山
一
号
墳
が
築

造
さ
れ
た
六
世
紀
後
半
ま
で
に
は
、
ウ
ヂ
名
と
カ
バ
ネ
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

　
す
で
に
岸
俊
男
は
、
応
神
天
皇
の
男
額
田
大
中
彦
皇
子
と
出
雲
臣
の
祖
濃
宇
宿

禰
と
倭
屯
田
と
の
問
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
即

位
前
紀
の
倭
屯
田
を
め
ぐ
る
物
語
が
、
あ
る
程
度
の
歴
史
的
事
実
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
『
額
田
部
臣
』
と
倭
屯
田
」
、
『
日
本
古
代
文

物
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
八
八
年
。
た
だ
し
初
出
は
一
九
八
五
年
）
。
こ
の
よ

う
に
、
少
な
い
文
字
情
報
な
が
ら
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
史
料
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
七
字
以
上
の
確
実
な
釈
読
は
困
難
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
八
木
充
は
次
の
よ
う
な
復
原
案
を
提
示
し
て
い
る
。

　
　
額
田
部
臣
口
口
賜
素
伯
大
利
刀

　
八
木
に
よ
れ
ば
、
五
・
六
字
目
の
人
名
は
強
い
て
当
て
る
と
す
れ
ば
「
令
硯
」

で
あ
る
と
い
う
（
「
五
、
六
世
紀
の
出
雲
と
岡
田
山
古
墳
大
刀
」
、
『
山
陰
史
談
』

二
二
、
一
九
八
七
年
）
。
報
告
書
の
銘
文
細
部
の
図
版
と
銘
文
実
測
図
を
み
れ
ば
、

八
木
の
案
は
一
仮
説
と
し
て
成
立
す
る
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
は
報
告
書
の
確
定

し
た
釈
文
に
依
拠
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
さ
て
、
釈
文
の
額
田
部
に
つ
い
て
、
か
つ
て
筆
者
は
『
国
史
大
辞
典
』
一
一
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
を
寄
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
少
々

長
文
で
あ
る
が
掲
げ
て
お
き
た
い
。

　
　
部
民
の
一
種
。
応
神
天
皇
の
子
額
田
大
中
彦
の
名
代
説
が
有
力
で
あ
る
。

　
　
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
、
左
京
神
別
に
あ
る
天
津
彦
根
命
系
と
、
摂
津
国
神

　
　
別
に
あ
る
明
日
名
門
命
系
の
二
種
類
が
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
資
料

　
　
に
み
え
る
額
田
部
は
必
ず
し
も
同
一
系
統
と
は
限
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
天
津
彦
根
命
系
の
左
京
神
別
、
額
田
部
湯
坐
連
の
項
に
「
允
恭
天
皇
御
世
、

　
　
被
レ
遣
二
薩
摩
国
一
、
平
二
隼
人
一
、
復
奏
之
日
、
献
二
御
馬
一
匹
一
、
額
有
二
町

　
　
形
廻
毛
一
、
天
皇
嘉
レ
之
、
賜
二
姓
額
田
部
一
也
」
と
い
う
伝
承
を
の
せ
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
応
神
天
皇
の
子
額
田
大
中
彦
皇
子
の
名
代
と
し

　
　
て
、
額
田
部
を
考
え
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
額
田
部
は
、
大
和
・
河
内
を

　
　
中
心
に
西
海
道
の
筑
前
・
豊
後
・
肥
後
か
ら
東
海
道
の
常
陸
、
東
山
道
の
上

　
　
野
に
至
る
ま
で
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。
額
田
部
の
伴
造
氏
族
と
し
て

　
　
は
、
額
田
部
連
・
額
田
部
臣
・
額
田
部
直
・
額
田
部
君
・
額
田
部
首
が
い

　
　
た
。
額
田
部
連
氏
の
本
拠
地
は
、
大
和
国
平
群
郡
の
額
田
郷
（
奈
良
県
大
和

　
　
郡
山
市
額
田
部
北
・
南
町
付
近
）
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
額
田
寺
（
額
安

　
　
寺
）
は
、
額
田
部
連
氏
の
氏
寺
で
あ
る
。
六
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
と
い
う

　
　
松
江
市
の
岡
田
山
一
号
墳
か
ら
「
額
田
部
臣
」
と
象
嵌
さ
れ
た
大
刀
が
出
土

　
　
し
て
い
る
。
な
お
、
額
田
部
を
額
田
大
中
彦
の
名
代
と
す
る
説
以
外
に
、
田

　
　
部
の
一
種
と
み
る
見
解
が
あ
る
（
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
）
。
ま
た
、

　
　
皇
子
養
育
の
た
め
に
置
か
れ
た
皇
子
部
民
1
1
湯
坐
部
と
し
て
の
性
格
を
強
調

　
　
す
る
見
解
（
井
上
辰
雄
説
）
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
参
考
文
献
は
略
す
）

　
辞
典
の
原
稿
で
あ
る
の
で
、
詳
し
い
考
証
は
省
略
し
て
い
る
が
、
現
在
で
も
基

本
的
に
変
わ
ら
な
い
。
額
田
部
は
名
代
と
述
べ
た
が
、
部
民
制
に
つ
い
て
は
鎌
田

一4一
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氏の成立を中心として六世紀における氏・姓制の研究

元
一
に
よ
る
精
力
的
な
研
究
が
あ
る
（
「
『
部
』
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
察
」
『
日

本
政
治
社
会
史
研
究
』
上
、
塙
書
房
。
「
王
権
と
部
民
制
」
『
講
座
日
本
歴
史
』
1
、

東
京
大
学
出
版
会
、
と
も
に
一
九
八
四
年
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
、

　
ω
　
名
代
・
子
代

　
②
　
豪
族
所
有
部
（
い
わ
ゆ
る
部
曲
）

　
㈹
　
職
業
部
（
井
上
光
貞
説
で
は
い
わ
ゆ
る
「
品
部
」
）

の
三
区
分
説
を
堅
持
し
て
い
る
。
「
額
田
部
臣
」
の
ウ
ヂ
名
が
最
古
の
部
類
の
資

料
で
あ
る
こ
と
は
、
偶
然
の
可
能
性
が
強
い
。
し
か
し
、
筆
者
は
部
民
制
以
前
に

人
制
の
段
階
を
設
定
し
、
部
民
の
和
語
的
な
漢
字
表
記
（
た
と
え
ば
鳥
養
部
・
馬

飼
部
）
は
、
名
代
・
子
代
の
部
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
含
め
て
）
の
表
記
か
ら
始
ま

っ
た
可
能
性
が
強
い
と
推
測
し
て
い
る
（
「
日
本
古
代
国
家
的
形
成
与
中
国
和
朝

鮮
」
（
中
文
）
、
『
日
本
学
』
五
、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
。
和
語
読
み

の
名
代
の
資
料
が
出
土
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
歴
史
経
過
か
ら
み
れ
ば
そ
れ
な
り

の
理
由
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
岡
田
山
大
刀
銘
に
つ
い
で
古
い
象
嵌
の
大
刀
銘
に
、
兵
庫
県
八
鹿

町
の
箕
谷
二
号
墳
が
あ
る
。
箕
谷
古
墳
群
に
属
す
る
一
基
で
、
六
世
紀
末
か
ら
七

世
紀
初
め
に
築
造
さ
れ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
銅
象
嵌
さ
れ
た
大
刀
は
追
葬
遺
物

と
い
う
。
『
箕
谷
古
墳
群
』
（
八
鹿
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
）
に
よ
れ
ば
、

銘
文
の
釈
読
は
、

　
　
戊
辰
年
五
月
口

で
あ
る
。
干
支
の
「
戊
辰
年
」
が
み
え
る
だ
け
で
、
西
暦
六
〇
八
年
（
推
古
十
六
）

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
銘
文
に
は
ウ
ヂ
名
や
カ
バ
ネ
名
は
な
い
の
で
、
残
念

な
が
ら
資
料
に
は
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
六
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
岡
田
山
一
号
墳
に
「
額
田
部
臣
」

の
銘
文
大
刀
が
み
え
る
こ
と
は
、
六
世
紀
半
ば
ご
ろ
に
は
額
田
部
の
部
と
額
田
部

臣
氏
と
い
う
伴
造
氏
族
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

出
現
過
程
を
考
察
す
る
た
め
に
、
い
っ
た
ん
五
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
り
、
同
時
代
の

金
石
文
資
料
と
中
国
書
の
『
宋
書
』
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

一一

ﾜ
世
紀
の
金
石
文
か
ら
み
た
ウ
ヂ
と
カ
バ
ネ

　
同
時
代
的
資
料
を
使
用
す
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
古
事
記
』
や
『
日
本

書
紀
』
が
編
纂
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
『
古
事
記
』
は
和
銅
五
年
（
七
＝
一
）
、
『
書

紀
』
は
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
撰
上
さ
れ
て
お
り
、
後
世
の
潤
色
・
加
筆
の
可

能
性
が
あ
っ
て
古
い
時
代
の
史
料
と
し
て
は
使
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
時
代

的
資
料
の
金
石
文
の
検
討
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
な
る
。
取
り
あ
げ
る
金
石
文

は
、　
a
　
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
「
辛
亥
」
銘
鉄
剣
（
以
下
、
稲
荷
山
鉄
剣
銘
と
略
す
）

　
b
　
江
田
船
山
古
墳
出
土
大
刀
銘
（
以
下
、
船
山
大
刀
銘
と
略
す
）

　
c
　
隅
田
八
幡
神
社
所
蔵
人
物
画
像
鏡
銘
（
以
下
、
人
物
画
像
鏡
銘
と
略
す
）

で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
古
い
と
想
定
さ
れ
る
千
葉
県
の
稲
荷
台
一
号
墳
出
土
の
「
王

賜
」
銘
鉄
剣
が
あ
る
が
、
現
在
判
読
さ
れ
て
い
る
釈
文
は
表
が
「
王
賜
口
口
敬

口
（
安
か
）
」
、
裏
が
「
此
廷
口
口
口
口
」
で
あ
り
、
文
字
内
容
か
ら
み
て
も

ウ
ヂ
・
カ
バ
ネ
の
問
題
と
は
関
連
し
な
い
だ
ろ
う
。

　
稲
荷
山
鉄
剣
銘
は
、
『
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
金
象
嵌
銘
概
報
』
（
埼
玉
県
教
育

委
員
会
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
a
　
釈
文

　
　
（
表
）
辛
亥
年
七
月
中
記
乎
獲
居
臣
上
祖
名
意
富
比
塊
其
児
多
加
利
足
尼
其

　
　
　
　
　
児
名
且
已
加
利
獲
居
其
児
名
多
加
披
次
獲
居
其
児
名
多
沙
鬼
獲
居
其

　
　
　
　
　
児
名
半
旦
比

　
　
（
裏
）
其
児
名
加
差
披
余
其
児
名
乎
獲
居
臣
世
々
為
杖
刀
人
首
奉
事
来
至
今

　
　
　
　
　
獲
加
多
支
歯
大
王
寺
在
斯
鬼
宮
時
吾
左
治
天
下
令
作
此
百
練
利
刀
記

　
　
　
　
　
吾
奉
事
根
原
也

　
通
説
の
よ
う
に
、
「
辛
亥
年
」
は
四
七
一
年
、
「
獲
加
多
支
歯
大
王
」
は
「
雄
略
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天
皇
」
（
後
の
漢
風
設
号
の
表
記
）
で
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の

銘
文
に
は
「
杖
刀
人
首
」
と
い
う
職
掌
が
み
え
、
ま
た
「
獲
居
（
ワ
ケ
）
」
・
「
比

境
（
ピ
コ
）
」
・
「
足
尼
（
ス
ク
ネ
）
」
と
い
っ
た
カ
バ
ネ
的
な
名
が
み
え
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
銘
文
に
は
ウ
ヂ
の
名
に
相
当
す
る
文
字
が
な
い
。
治
天
下
の
王
（
後

・は
、　　　、

（8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天

（7）（6）（5）（4）（3）（2）（1）皇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

の
名
「
獲
加
多
支
歯
」

意
富
比
境

多
加
利
足
尼

且
已
加
利
獲
居

多
加
披
次
獲
居

多
沙
鬼
獲
居

半
旦
比

加
差
披
余

乎
獲
居
（
臣
）

を
は
じ
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
一
字
の
字
音
で
表
記
さ
れ
た
個
人
名
と
、
個
人
名
に
付
加
さ
れ
た
何
ら
か
の

尊
称
（
傍
線
の
細
線
・
点
線
の
部
分
）
で
あ
る
。
尊
称
も
単
な
る
尊
称
で
は
な
く
、

称
号
的
な
意
味
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
「
魏
志
倭
人
伝
」
（
三
国
志
『
魏
書
』
東
夷
伝
倭
人
条
）
に
同
じ

よ
う
な
言
葉
が
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「
魏
志
倭
人
伝
」
に
よ
れ
ば
、
対
馬
国
や

一
大
国
（
一
支
国
）
の
大
官
に
「
卑
狗
（
ピ
コ
）
」
、
邪
馬
台
国
の
官
名
に
「
弥
馬

獲
支
（
ミ
メ
ワ
ケ
か
）
」
が
あ
り
、
ピ
コ
や
ワ
ケ
が
す
で
に
三
世
紀
半
ば
に
存
在

す
る
、
歴
史
的
性
格
を
お
び
た
言
葉
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
魏
志
倭
人
伝
」

に
は
、
「
大
人
」
と
「
下
戸
」
と
い
う
階
級
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
人
の
訓
み
が

「
オ
ホ
ヒ
ト
」
で
、
後
に
オ
ビ
ト
（
首
）
に
約
さ
れ
た
と
い
う
『
岩
波
古
語
辞
典

（
補
訂
版
）
』
の
説
が
正
し
け
れ
ば
、
カ
バ
ネ
の
語
源
自
体
は
相
当
に
古
く
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
古
代
の
カ
バ
ネ
は
ウ
ヂ
の
序
列
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
そ

の
前
史
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
ウ
ヂ
名
の
成
立
前
後
で
は

質
的
に
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
プ
レ
・
カ
バ
ネ
と
命
名
し

て
も
（
井
上
光
貞
「
カ
バ
ネ
・
位
階
・
官
職
」
『
井
上
光
貞
著
作
集
』
五
、
岩
波

書
店
、
一
九
八
六
年
）
カ
バ
ネ
と
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会
関
係
に
お

け
る
言
葉
の
意
味
が
質
的
に
変
化
し
て
い
る
以
上
、
言
葉
の
意
味
の
類
似
性
で
判

断
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
、
船
山
大
刀
銘
に
移
る
。
最
近
公
表
さ
れ
た
東
京
国
立
博
物
館
に
よ
る
釈

読
を
か
か
げ
る
（
『
江
田
船
山
古
墳
出
土
　
国
宝
銀
象
嵌
銘
大
刀
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
）
。

　
　
　
〔
治
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
利
力
）

　
b
　
台
天
下
獲
口
口
口
歯
大
王
世
、
奉
事
典
曹
人
名
元
口
且
、
八
月
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

　
　
　
用
大
鐵
釜
、
井
四
尺
廷
刀
、
八
十
練
、
口
十
振
、
三
寸
上
好
口
刀
、

　
　
　
服
此
刀
者
、
長
壽
、
子
孫
洋
々
、
得
口
恩
也
、
不
失
其
所
統
、
作
刀
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

　
　
　
名
伊
太
口
、
書
者
張
安
也

　
こ
の
釈
読
は
、
ク
リ
ー
ニ
ソ
グ
や
X
線
透
過
撮
影
な
ど
の
再
調
査
に
基
づ
い
て

い
る
。
再
調
査
に
と
も
な
い
、
新
た
に
鳥
と
魚
の
象
嵌
文
様
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
筆
者
の
見
解
は
写
真
と

学
説
史
に
負
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
参
考
の
た
め
次
に
か
か
げ
て
お
き
た
い
。

『
国
史
大
辞
典
』
一
二
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
に
発
表
し
て
お
り
、
字

句
の
異
同
は
今
後
さ
ら
に
検
討
を
続
け
た
い
。

　
　
圏
［
因
下
獲
口
口
口
歯
大
王
世
奉
園
典
曹
人
名
元
［
刷
旦
八
月
中
用
大
鋳
釜

　
　
井
四
尺
廷
刀
八
十
練
因
十
据
三
寸
上
好
口
刀
服
此
刀
者
長
園
子
孫
注
々
得

　
　
三
恩
也
不
失
其
所
統
作
刀
者
名
伊
太
［
四
書
者
張
安
也

　
新
釈
読
の
「
台
」
は
「
治
」
と
同
じ
で
あ
り
、
「
獲
口
口
口
歯
大
王
」
・
「
奉

事
」
・
「
典
曹
人
」
・
「
八
月
中
」
な
ど
、
稲
荷
山
鉄
剣
銘
と
の
類
似
表
現
は
異
な
ら

ず
、
新
釈
読
に
よ
っ
て
も
「
獲
口
口
口
歯
大
王
」
は
「
雄
略
天
皇
」
で
あ
る
。

　
さ
て
、
船
山
大
刀
銘
に
は
「
典
曹
人
」
・
「
作
刀
者
」
と
「
書
者
」
の
名
が
み
え

る
。
典
曹
人
の
名
は
「
元
利
旦
（
ム
リ
テ
）
」
、
作
刀
者
は
「
伊
太
加
（
イ
タ
カ
）
。

た
だ
し
、
新
釈
読
は
伊
太
和
（
イ
タ
ワ
）
」
で
、
こ
れ
も
一
字
一
音
の
表
記
に
よ

る
。
稲
荷
山
鉄
剣
銘
に
み
え
た
個
人
名
と
同
じ
性
格
の
名
前
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
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氏の成立を中心として六世紀における氏・姓制の研究

が
、
問
題
に
な
る
の
は
書
者
の
「
張
安
」
で
あ
る
。
こ
の
名
は
二
文
字
で
、
a
と

b
で
み
て
き
た
一
字
一
音
で
表
わ
す
倭
人
系
の
名
前
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
国
産

の
金
石
文
に
は
類
似
表
記
が
な
く
、
後
に
述
べ
る
『
宋
書
』
倭
国
伝
に
み
ら
れ
る

「
曹
達
」
と
同
じ
、
渡
来
系
の
人
名
で
あ
ろ
う
。
張
が
姓
（
せ
い
）
で
安
が
名
で

あ
る
。
こ
の
頃
に
は
二
字
の
姓
・
名
が
多
く
、
ま
た
張
の
名
称
は
渡
来
系
の
姓
に

ふ
さ
わ
し
い
。
刀
の
製
作
は
倭
人
系
の
技
術
者
（
伊
太
加
）
で
あ
っ
た
が
、
文
字

内
容
を
記
す
場
合
に
は
渡
来
系
の
人
物
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
都
お
よ

び
そ
の
周
辺
に
は
、
こ
の
よ
う
な
渡
来
系
の
「
書
者
」
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。　
こ
の
よ
う
に
船
山
大
刀
銘
に
よ
れ
ば
、
渡
来
系
の
人
物
は
出
身
地
域
の
姓
を
称

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
三
番
目
の
人
物
画
像
鏡
銘
を
福
山
敏
男
釈
文
（
「
金
石
文
」
『
日
本
古
代
文
化
の

探
究C

文
字
』
社
会
思
想
社
、
一
九
七
五
年
）
で
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
癸
）
　
未
年
八
月
日
十
六
王
年
、
男
弟
王
、
在
意
柴
沙
加
宮
時
、
斯
麻
、
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
作
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
奉
、
遣
開
中
費
直
稼
人
今
州
利
二
人
等
、
所
白
上
同
二
百
旱
、
所
此

　
　
　
寛

　
こ
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
種
々
の
説
が
あ
る
。
紀
年
と
考
え
ら

れ
る
「
癸
未
年
」
に
関
し
て
も
、
近
年
「
　
未
年
」
と
解
し
て
「
未
年
」
と
だ
け

み
よ
う
と
す
る
見
解
も
で
て
い
る
（
東
野
治
之
『
書
の
古
代
史
』
岩
波
書
店
、
一

九
九
四
年
）
。
筆
者
は
「
癸
未
年
」
説
を
採
る
が
、
こ
の
場
合
も
四
四
三
年
と
す

る
か
五
〇
三
年
と
す
る
か
で
、
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。
た
だ
し
、
こ
の
人
物
画

像
鏡
は
彷
製
鏡
で
あ
る
の
で
、
文
字
内
容
は
倭
国
の
こ
と
を
記
し
た
こ
と
は
動
か

な
い
。
「
意
柴
沙
加
宮
」
の
記
載
法
か
ら
、
倭
国
の
地
名
は
一
字
の
字
音
の
表
記

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
名
に
つ
い
て
は
、
釈
読
の
違
い
か
ら
い
く
つ
か
の
事
例
を
見
出
す
こ
と
に
な

る
。
福
山
釈
文
の
「
日
十
六
王
」
を
「
日
十
大
王
」
（
た
と
え
ば
山
尾
幸
久
『
日

本
古
代
王
権
形
成
史
論
』
岩
波
書
店
、

（5）　（4）　（3）　（2）　（1）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

日
十
大
王
（
な
い
し
日
十
大
王
）

男
弟
王

斯
麻
開
中
費
直

（
稜
人
）
今
州
利

三
年
）
と
解
す
る
説
を
含
め
れ
ば
、

が
、
人
名
の
候
補
と
な
る
。
ω
と
㈲
に
つ
い
て
は
、
開
中
費
直
種
人
と
今
州
利
と

に
分
け
る
説
も
あ
る
が
、
械
は
朝
鮮
半
島
の
機
と
い
う
地
名
を
さ
す
だ
ろ
う
。
最

近
の
東
野
説
も
こ
の
立
場
で
あ
る
（
前
掲
書
）
。
こ
の
説
で
い
え
ば
、
今
州
利
は

渡
来
系
の
人
名
と
な
り
、
姓
と
個
人
名
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
も
解
釈
さ
れ

る
。
こ
の
場
合
は
、
張
安
と
同
じ
扱
い
と
な
り
、
姓
（
今
か
）
が
あ
っ
て
も
問
題

は
生
じ
な
い
。
た
だ
し
、
機
人
で
あ
っ
て
も
姓
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
今

州
利
を
個
人
名
と
考
え
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
。
b
の
元
利
旦
や
伊
太
加
か
ら
想

定
す
れ
ば
、
今
州
利
も
三
音
の
個
人
名
と
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
ω
と
②
を
個
人
名
と
考
え
た
場
合
、
そ
の
訓
み
が
難
解
で
あ
る
。
た
だ
し
、
王

の
場
合
は
「
獲
加
多
支
歯
大
王
」
と
同
じ
よ
う
に
、
名
を
記
し
た
だ
け
な
の
で
、

訓
み
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
は
個
人
名
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
③
の

「
斯
麻
」
も
同
様
に
個
人
名
の
「
し
ま
」
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
検
討
の
対
象
は
「
開
中
費
直
」
に
し
ぼ
ら
れ
て
く
る
。
彷
製
鏡

で
あ
る
事
実
か
ら
立
論
す
れ
ば
、
人
名
は
倭
国
に
居
住
し
て
い
る
人
物
と
な
る
。

一
部
に
「
斯
麻
」
を
百
済
王
の
斯
麻
と
考
え
て
、
開
中
費
直
を
百
済
の
地
名
と
す

る
説
も
あ
る
が
（
川
口
勝
康
「
隅
田
八
幡
人
物
画
像
鏡
銘
」
『
書
の
日
本
史
　
一
』

平
凡
社
、
一
九
七
五
年
）
、
成
立
す
る
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。
費
直
は
「
直
」
と

も
表
記
さ
れ
、
表
記
自
体
は
「
河
内
直
」
・
「
加
不
至
費
直
」
（
『
日
本
書
紀
』
欽
明

二
年
七
月
条
）
と
解
釈
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
河
内
国
諸
蕃

に
河
内
連
が
み
え
る
が
、
河
内
連
の
旧
姓
は
河
内
直
（
天
武
十
年
〈
六
八
一
〉
四

月
に
改
姓
）
で
あ
る
。
「
百
済
国
の
都
慕
王
の
男
陰
太
貴
首
王
よ
り
出
づ
」
と
記
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さ
れ
て
い
る
。
糠
人
と
同
じ
よ
う
に
、
渡
来
系
の
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
開
中
費
直
と
い
う
表
記
の
意
味
で
あ

る
。
a
の
稲
荷
山
鉄
剣
に
は
、
②
多
加
利
足
尼
・
㈲
多
加
披
次
獲
居
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
と
同
様
な
開
中
費
直
（
カ
フ
チ
ノ
ア
タ
ヒ
）
と
解
す
る
こ
と
も
不
可

能
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
河
内
直
氏
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
問
題
を

生
じ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
稜
人
を
個
人
名
と
解
す
る
立
場
で
は
、
開
中
（
ウ
ヂ
）

費
直
（
カ
バ
ネ
）
稜
人
（
個
人
名
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
説
が
正
し
け
れ

ば
、
す
で
に
ウ
ヂ
と
カ
バ
ネ
の
制
度
が
成
立
し
た
様
相
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
場
合
も
、
癸
未
年
を
四
四
三
年
と
す
る
説
と
五
〇
三
年
と
す
る
説
と
に

分
か
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
稜
人
」
は
朝
鮮
半
島
の
地
名

と
関
連
し
た
名
称
で
あ
る
。
個
人
名
と
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
第
三
に

想
定
さ
れ
る
の
は
、
個
人
名
が
欠
け
た
も
の
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
た
と
え
ば

後
世
の
史
料
と
な
る
が
、
法
隆
寺
旧
蔵
観
音
菩
薩
造
像
記
に
は
「
辛
亥
年
七
月
十

日
記
、
笠
評
君
名
大
古
臣
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
。
辛
亥
年
は
白
雄
二
年
（
六
五

一）

ﾅ
あ
る
。
こ
の
造
像
記
の
笠
評
君
に
相
当
す
る
の
が
開
中
費
直
と
捉
え
る
考

え
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
笠
評
君
の
場
合
で
い
え
ば
、
「
名
大
古
臣
」
に
相
当
す
る

名
が
閾
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
単
な
る
脱
漏
と
い
う
こ

と
で
な
け
れ
ば
、
何
か
意
図
的
な
事
由
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る

い
は
ま
だ
ウ
ヂ
の
名
に
個
人
名
を
付
加
す
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
後
者
の
考
え
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
他
に
明

確
な
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
ま
だ
表
記
形
式
が
定
ま
ら
な
い

時
期
の
過
渡
的
名
称
と
推
測
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
「
癸
未
年
」
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
自
然
科
学
的
方
法
に
よ
っ
て
年
代
が

確
定
す
る
時
期
が
く
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
段
階
で
は
、
a
の
稲
荷
山
鉄
剣
銘

と
b
の
船
山
大
刀
銘
と
の
対
比
で
考
察
す
る
手
立
て
し
か
な
い
。
す
で
に
述
べ
て

き
た
よ
う
に
、
渡
来
人
を
除
け
ば
姓
は
な
く
、
ウ
ヂ
（
開
中
）
・
カ
バ
ネ
（
費
直
）
・

個
人
名
（
機
人
）
と
い
う
表
記
法
で
四
四
三
年
説
を
唱
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
　
『
宋
書
』
倭
国
伝
か
ら
み
た
姓
と
名

　
『
宋
書
』
に
は
い
わ
ゆ
る
倭
の
五
王
が
記
さ
れ
て
お
り
、
周
知
の
よ
う
に
讃
・

珍
．
済
・
興
・
武
の
五
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
倭
の
五
王
の
個
人
名
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
夷
蛮
伝
倭
国
条
（
以
下
、
倭
国
伝
と
略
称
）
に
よ
れ
ば
、

讃
の
弟
が
珍
で
あ
る
こ
と
、
済
の
子
に
興
と
武
が
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
珍
と
済
と
の
血
縁
関
係
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
従
来
い
く
つ

か
の
論
争
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。

　
藤
間
生
大
『
倭
の
五
王
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
六
八
年
）
・
原
島
礼
二
『
倭
の
五

王
と
そ
の
前
後
』
（
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
・
川
口
勝
康
「
瑞
刃
刀
と
大
王
号
の

成
立
」
（
『
古
代
史
論
叢
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
・
鈴
木
靖
民
「
倭

の
五
王
の
外
交
と
内
政
」
（
『
日
本
古
代
の
政
治
と
制
度
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
八
五
年
）
な
ど
が
、
珍
と
済
と
の
間
に
父
系
の
血
縁
関
係
を
認
め
ず
、
五
世

紀
代
に
二
つ
の
王
家
が
存
在
し
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
古
く
は
菅
政
友
「
漢
籍
倭
人
考
」
（
『
菅
政
友
全
集
』
国
書
刊

行
会
、
一
九
〇
七
年
）
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
倭
国
王
も
倭
国
の
倭
の
一
字
を

姓
と
し
て
、
対
宋
外
交
に
の
ぞ
ん
で
い
た
。
こ
の
事
実
を
論
証
し
た
の
が
、
武
田

幸
男
「
平
西
将
軍
・
倭
晴
の
解
釈
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
七
七
、
一
九
七
五
年
）
で
あ

っ
た
。
倭
国
伝
に
、

　
　
倭
国
在
二
高
驕
（
高
句
麗
）
東
南
大
海
中
一
、
世
修
二
貢
職
一
。
高
祖
永
初
二

　
　
年
、
詔
日
倭
讃
万
里
修
レ
貢
。
遠
誠
宜
甑
、
可
レ
賜
二
除
授
一
。
（
以
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
最
初
の
「
倭
の
五
王
」
讃
が
「
倭
讃
」
と
表
記
さ
れ
、
そ
の
後

の
四
人
の
「
倭
の
五
王
」
に
は
倭
の
字
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
珍
と
済
と
の
血
縁

関
係
は
確
か
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
帝
紀
元
嘉
二
十
八
年
（
四
五
一
）
七
月

甲
辰
条
に
、
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安
東
将
軍
倭
王
倭
済
、
進
二
号
安
東
大
将
軍
一
。

と
み
え
、
済
は
「
倭
済
」
を
名
の
っ
て
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
中
国
側
が
倭
国
の

王
族
は
父
系
の
氏
族
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
し
た
が
っ

て
、
『
宋
書
』
か
ら
二
つ
の
王
家
の
存
在
を
主
張
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
国
名
を
姓
と
す
る
の
は
王
族
し
か
想
定
さ
れ
ず
、
対
外
交
渉
の
必

要
か
ら
倭
を
姓
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
王
家
が
交
替
す
れ
ば
、
革
命
思
想
を
有

す
る
中
国
に
お
い
て
は
、
「
王
朝
交
替
」
を
認
め
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
姓
の

変
化
も
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
『
旧
唐
書
』
日
本

伝
に
は
「
日
本
国
者
、
倭
国
之
別
種
也
。
以
三
其
国
在
二
日
辺
一
、
故
以
二
日
本
一

為
レ
名
。
或
日
、
倭
国
自
悪
二
其
名
不
ワ
雅
、
改
為
二
日
本
一
。
或
云
、
日
本
旧
小

国
、
併
二
倭
国
之
地
一
」
と
あ
る
記
述
も
参
考
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
父
系

の
王
家
に
断
絶
が
あ
れ
ば
姓
が
変
化
し
て
も
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
倭
国
の
国
名
を
姓
と
す
る
人
物
が
も
う
一
名
い
る
。
珍
が
、
平
西
・
征

虜
・
冠
軍
・
輔
国
将
軍
号
を
要
請
し
た
「
倭
晴
等
十
三
人
」
の
倭
晴
も
、
倭
が
姓

で
晴
が
個
人
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
倭
国
王
と
同
じ
よ
う
に
倭
を
姓
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
み
て
、
王
族
の
一
員
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
倭
姓
の
人
物
以
外
に
、
元
嘉
二
年
に
讃
が
派
遣
し
た
司
馬
の
曹
達
が
倭

国
伝
に
み
え
る
。
曹
が
姓
で
達
が
個
人
名
で
あ
り
、
船
山
大
刀
銘
に
み
え
る
張
安

と
同
じ
よ
う
な
渡
来
系
の
人
物
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
検
討
結
果
に
よ
れ
ば
、
『
宋
書
』
倭
国
伝
で
は
、
倭
国
王
と
そ
の
一
族
、

そ
し
て
渡
来
系
の
人
物
が
中
国
的
な
姓
を
名
の
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
後
者
の
渡
来
人
の
姓
は
船
山
大
刀
銘
に
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
で
は
前
者
の
倭
国
王
と
そ
の
一
族
に
み
え
る
中
国
的
な
姓
の
問
題
に
つ

い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ち
が
い
な
く
六
世
紀
代
に
は
実
現
す
る
ウ
ヂ
（
氏
）
・
カ
バ
ネ
（
姓
）
制
度

に
お
い
て
、
治
天
下
の
王
（
の
ち
の
天
皇
）
は
ウ
ヂ
名
も
カ
バ
ネ
名
も
保
有
す
る

こ
と
は
な
い
。
律
令
制
下
の
良
・
賎
関
係
に
お
い
て
は
、
姓
（
ウ
ヂ
名
と
カ
バ
ネ
）

を
有
す
る
有
姓
者
が
良
人
で
あ
り
、
天
皇
と
賎
と
は
姓
を
有
し
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
無
姓
者
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
倭
国
王
は
五
世
紀
代
に
は
姓
を
有
し
て
い

た
が
、
六
世
紀
代
の
ウ
ヂ
・
カ
バ
ネ
制
の
も
と
で
は
、
ウ
ヂ
と
カ
バ
ネ
名
を
も
た

ず
、
自
ら
そ
の
制
度
を
形
成
し
な
が
ら
、
ウ
ヂ
・
カ
バ
ネ
秩
序
を
超
越
し
た
存
在

な
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ヂ
名
や
律
令
制
下
の
姓
と
、
五
世
紀
に
お
け

る
倭
国
王
と
そ
の
一
族
の
倭
姓
と
は
、
そ
の
性
格
が
基
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
と

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
こ
の
倭
姓
の
使
用
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
倭
国
王
が
国

名
を
姓
に
使
用
し
た
こ
と
は
、
倭
国
だ
け
の
独
自
の
用
法
で
は
な
い
。
周
知
の
よ

う
に
、
高
句
麗
の
「
高
」
に
先
例
が
あ
る
。
し
か
も
対
中
国
外
交
の
必
要
上
、
使

わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
国
内
の
政
治
的
関
係
で
使
用
さ
れ
た
と
は

限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
最
後
の
「
倭
の
五
王
」
の
武
は
、
倭
武
を
名
の
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
倭
武
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
大
泊
瀬
幼
武
」
、
『
古
事
記
』
の
「
大

長
谷
若
建
」
に
あ
た
る
雄
略
天
皇
で
あ
る
。
他
の
表
記
に
、
「
大
長
谷
命
」
（
『
古

事
記
』
允
恭
段
）
・
「
大
長
谷
天
皇
」
（
「
播
磨
国
風
土
記
」
）
な
ど
の
呼
称
が
み
え

る
。　
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
列
島
の
国
内
で
用
い
ら
れ

た
銘
文
に
は
、
稲
荷
山
鉄
剣
銘
に
「
獲
加
多
支
歯
大
王
寺
在
斯
鬼
宮
時
」
、
船
山

大
刀
銘
に
「
治
天
下
獲
口
口
口
歯
大
王
世
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
幼
武
（
若

建
）
」
の
「
獲
加
多
支
歯
」
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
倭
姓
が
使
用
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
当
時
、
倭
国
に
は
渡

来
系
の
人
物
を
除
い
て
姓
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の
姓
が
本

来
の
姓
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、

倭
国
王
が
倭
姓
を
名
の
っ
た
事
実
が
あ
る
以
上
、
姓
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

十
分
に
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
元
来
倭
国
王
に
も
国
内
で
使

う
よ
う
な
姓
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
対
宋
交
渉
の
必
要
上
、
国
名
を
姓
と
し
て

使
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
。
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最
後
に
、
『
宋
書
』
倭
国
伝
と
比
較
す
る
た
め
に
『
晴
書
』
倭
国
伝
を
取
り
あ

げ
る
。

　
　
開
皇
二
十
年
、
倭
王
姓
阿
毎
、
字
多
利
思
比
孤
、
号
二
阿
輩
難
彌
一
、
遣
レ
使

　
　
詣
レ
闘
。

　
開
皇
二
十
年
は
六
〇
〇
年
で
、
推
古
八
年
に
あ
た
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
倭
国

王
は
推
古
女
帝
で
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
豊
御
食
炊
屋
姫
」
、
『
上
宮
聖
徳
法
王

帝
説
』
に
「
止
余
美
気
加
志
支
夜
比
売
」
と
い
う
（
和
風
論
号
）
。
幼
名
は
額
田

部
皇
女
で
あ
る
。
姓
ア
メ
（
阿
毎
）
・
字
タ
リ
シ
ピ
コ
（
多
利
思
比
孤
）
と
は
、

ま
っ
た
く
一
致
し
な
い
。
い
な
、
ア
メ
タ
リ
シ
ピ
コ
は
一
般
的
な
言
葉
で
、
姓
や

名
に
あ
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
も
そ
も
「
中
国
人
の
通
念
か
ら
す
れ
ば
、
姓
を
も
た
な
い
君
主
は
理
解
で
き

ま
い
」
と
い
う
（
栗
原
朋
信
『
上
代
日
本
対
外
関
係
の
研
究
』
一
八
二
頁
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
。
す
で
に
『
宋
書
』
で
姓
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
こ
れ
が
消
滅
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
七
世
紀
代
の
倭

国
王
に
は
ウ
ヂ
名
が
な
く
、
姓
も
な
い
。
虚
構
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
タ
リ
シ
ピ
コ
は
、
『
通
典
』
に
「
華
言
天
児
也
」
と
み
え
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
天
子
の
こ
と
で
あ
る
。
布
村
一
夫
の
よ
う
に
「
阿

毎
ウ
ジ
」
と
規
定
し
た
研
究
者
も
い
た
が
（
『
正
倉
院
籍
帳
の
研
究
』
刀
水
書
房
、

一
九
九
四
年
）
、
ウ
ヂ
の
存
在
を
主
張
す
る
本
来
の
布
村
の
主
張
の
趣
旨
か
ら
い

っ
て
、
誤
解
を
う
け
や
す
く
や
め
た
方
が
よ
い
。
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
タ
リ

シ
（
タ
ラ
シ
）
は
満
足
の
意
味
の
「
足
」
の
尊
敬
語
な
の
で
、
言
葉
ど
お
り
の
意

味
で
は
「
天
上
世
界
で
み
ち
み
ち
て
お
ら
れ
る
り
っ
ぱ
な
男
」
、
つ
ま
り
天
に
い

る
尊
い
男
子
の
こ
と
で
あ
る
（
日
本
の
歴
史
3
『
古
代
王
権
の
展
開
』
集
英
社
、

一
九
九
一
年
）
。
こ
う
し
た
普
通
名
詞
を
、
あ
え
て
姓
（
ア
メ
）
と
字
（
タ
リ
シ

ピ
コ
）
に
分
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
推
古
朝
の
外
交
で
は
、
倭
国
王
を
「
日
出
処
天
子
」
、
中
国
皇
帝
を
「
日
没
処

天
子
」
と
同
等
の
天
子
の
称
号
を
用
い
、
主
観
的
に
は
対
等
の
姿
勢
で
交
渉
を
試

み
た
。
倭
国
王
に
ウ
ヂ
名
や
姓
が
な
い
以
上
、
五
世
紀
の
外
交
と
は
異
な
っ
て
姓

を
使
用
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
風
俗
を
問
わ
れ
た
場
で
は
、
意
識
的
に

か
誤
解
か
ら
か
中
国
側
に
姓
・
字
を
書
か
れ
る
よ
う
な
や
り
と
り
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
五
世
紀
の
段
階
で
は
宋
の
冊
封
関
係
に
か
た
く
組
み
込
ま
れ
て
い

た
。
朝
鮮
半
島
の
諸
国
と
同
じ
よ
う
に
姓
を
名
の
っ
て
外
交
交
渉
に
あ
た
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
五
世
紀
の
倭
国
王
と
そ
の
一
族
の
姓

は
、
対
外
関
係
か
ら
の
評
価
に
と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
対
外
関
係
に
お
け
る
中
国
的
な
姓
を
、
国
内
の
社
会
関
係
に
転
化
し
、
倭
国
的

な
ウ
ヂ
形
成
の
契
機
と
な
る
こ
と
は
十
分
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。

四
　
五
世
紀
後
半
～
六
世
紀
の
「
社
会
変
動
」
と
ウ
ヂ

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
五
世
紀
に
は
倭
国
王
と
そ
の
一
族
、
お
よ
び
渡

来
系
の
人
物
が
い
わ
ば
中
国
的
な
姓
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
六
世
紀
の
中

ご
ろ
に
は
、
倭
国
内
の
人
物
が
「
額
田
部
臣
」
の
ウ
ヂ
名
を
有
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
前
半
に
お
け
る
、
こ
う
し
た
社
会
的
変
動
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
最
初
に
、
最
近
の
考
古
学
の
研
究
動
向
に
目
を
向
け
て
お
き
た
い
。
社
会
的
変

動
と
い
え
ば
、
考
古
学
で
い
う
時
期
区
分
の
問
題
と
な
る
。
白
石
太
一
郎
に
よ
る

古
墳
時
代
の
政
治
史
的
時
期
区
分
に
よ
れ
ば
、

　
ω
　
三
世
紀
後
半
な
い
し
末
葉

　
②
　
五
世
紀
後
半

　
③
　
六
世
紀
末
な
い
し
七
世
紀
初
頭

が
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
三
画
期
と
な
る
（
『
古
墳
時
代
の
研
究
』
一
二
「
総
論
」
、

雄
山
閣
、
↓
九
九
二
年
）
。
ω
は
古
墳
の
出
現
で
、
畿
内
ヤ
マ
ト
を
盟
主
と
す
る
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氏の成立を中心として六世紀における氏・姓制の研究

広
域
の
政
治
連
合
の
成
立
な
い
し
そ
の
確
立
、
②
は
畿
内
以
外
の
地
域
の
大
型
古

墳
の
消
滅
で
、
こ
の
政
治
連
合
の
内
部
に
お
け
る
畿
内
勢
力
の
覇
権
の
確
立
、
㈹

は
前
方
後
円
墳
の
造
営
停
止
で
、
畿
内
政
権
が
他
地
域
と
の
関
係
に
お
い
て
古
い

政
治
連
合
の
絆
を
断
ち
切
り
、
専
制
的
・
集
権
的
な
地
方
支
配
を
め
ざ
す
、
こ
と

を
意
味
し
て
い
た
と
い
う
（
筆
者
は
、
白
石
の
使
う
「
畿
内
」
の
語
の
用
法
に
は

疑
問
を
も
つ
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
）
。

　
こ
れ
に
対
し
、
今
日
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
田
中
良
之
『
古
墳
時
代
親
族

構
造
の
研
究
』
（
柏
書
房
、
一
九
九
五
年
）
で
は
、

　
ω
　
弥
生
時
代
終
末
期

　
②
　
五
世
紀
後
半

　
㈹
　
六
世
紀
前
半
～
中
葉

の
時
期
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ω
の
弥
生
終
末
期
か
ら
五
世
紀
代
は
「
き
ょ
う
だ
い
」

（
男
と
女
を
含
む
）
原
理
に
基
づ
い
て
埋
葬
さ
れ
る
時
期
（
配
偶
者
は
含
ま
ず
）

で
あ
る
が
、
②
で
男
性
家
長
と
そ
の
子
の
み
を
埋
葬
す
る
時
期
（
配
偶
者
は
含
ま

ず
）
と
な
り
、
家
長
の
継
承
に
お
い
て
は
父
系
的
か
つ
直
系
的
で
あ
る
と
い
う
。

㈹
の
段
階
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
夫
妻
が
同
一
墓
に
埋
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

田
中
は
こ
れ
ら
三
段
階
の
変
化
の
う
ち
、
父
系
的
か
つ
直
系
的
継
承
へ
の
変
化
と

い
う
意
味
で
、
五
世
紀
後
半
に
大
き
な
画
期
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
親

族
関
係
の
変
化
は
当
時
の
社
会
動
態
と
連
動
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
（
同
書
二

八
四
頁
）
。

　
田
中
の
研
究
は
親
族
構
造
の
分
析
と
い
う
点
で
、
ウ
ヂ
・
カ
バ
ネ
の
研
究
と
密

接
に
関
係
す
る
。
白
石
の
研
究
と
重
ね
た
時
、
考
古
学
的
に
は
五
世
紀
後
半
は
古

代
王
権
の
統
合
の
画
期
と
し
て
、
ま
た
親
族
構
造
に
お
け
る
父
系
的
・
直
系
的
継

承
へ
の
変
化
の
画
期
と
し
て
、
た
い
へ
ん
注
目
す
べ
き
時
期
で
あ
る
。
し
か
も
、

田
中
は
こ
の
変
化
が
首
長
層
1
1
支
配
層
の
み
で
な
く
、
被
支
配
層
の
民
衆
レ
ベ
ル

ま
で
変
化
し
た
と
す
る
。
ウ
ヂ
の
成
立
を
考
察
す
る
場
合
は
、
②
ば
か
り
で
な

く
、
配
偶
者
を
含
む
点
で
⑧
の
夫
妻
の
埋
葬
の
画
期
も
重
要
で
あ
る
。
以
上
の
よ

う
な
考
古
学
的
画
期
を
念
頭
に
お
い
て
、
筆
老
が
注
目
し
て
き
た
人
制
と
部
民
制

の
問
題
に
移
り
た
い
（
「
倭
国
と
大
和
王
権
」
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
二
、
岩
波

書
店
、
一
九
九
三
年
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
人
制
と
い
う
の
は
、
稲
荷
山
鉄
剣
銘
の
杖
刀
人
や
船
山
大
刀
銘
の
典
曹
人
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ら

し
て
雄
略
紀
を
は
じ
め
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
の
養
鳥
人
や
典
馬
人
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

れ
ら
は
二
字
で
表
記
さ
れ
る
陶
人
（
人
の
字
を
除
く
と
一
字
）
な
ど
を
除
く
と
、

動
詞
（
養
）
プ
ラ
ス
名
詞
（
鳥
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
漢
語
表
記
に
人
が
つ
く
。
読

み
に
つ
い
て
は
確
定
が
で
き
な
い
が
、
雄
略
八
年
紀
の
注
「
典
馬
、
此
云
二
干
麻

何
比
一
」
な
ど
を
参
考
す
れ
ば
、
漢
語
表
記
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和
語
読
み
で
あ

っ
た
可
能
性
が
強
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
部
民
の
表
記
は
い
わ
ゆ
る
職
業
部
で
は
、
「
衣
縫
部
・
鷹
甘
部
・

玉
作
部
・
日
祀
部
・
日
置
部
・
矢
作
部
」
な
ど
、
一
般
に
和
語
順
の
漢
字
表
記

で
、
和
文
読
み
で
あ
る
。
ま
た
、
『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
官
員
令
別
記
の
職

種
表
記
も
、
た
と
え
ば
職
員
令
造
兵
司
条
の
「
甲
作
・
靭
作
・
靹
張
・
羽
結
」
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

ど
、
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
＊
＊
人
と
＊
＊
部
と
い
う
人
と
部

の
相
違
の
ほ
か
、
＊
＊
の
部
分
の
表
記
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、

こ
の
変
化
に
部
民
制
が
成
立
す
る
上
で
の
表
面
的
な
カ
ギ
が
隠
れ
て
い
る
と
考
え

る
（
「
日
本
古
代
国
家
的
形
成
与
中
国
和
朝
鮮
」
）
。

　
す
で
に
「
仕
奉
と
貢
納
」
（
『
日
本
の
社
会
史
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ウ
ヂ
の
成
立
は
治
天
下
の
王
（
天
皇
）
に
対
す
る
仕

え
奉
る
（
仕
奉
な
い
し
奉
事
）
と
い
う
関
係
の
成
立
が
前
提
と
な
る
。
こ
う
し
た

意
味
で
は
、
杖
刀
人
も
典
曹
人
も
獲
加
多
支
歯
大
王
と
奉
事
の
関
係
を
結
ん
で
い

た
。
溝
口
睦
子
『
日
本
古
代
氏
族
系
譜
の
成
立
』
（
学
習
院
、
一
九
八
二
年
）
が

説
い
た
よ
う
に
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
原
本
は
、

ω
⑤
始
祖

　
　
　
⑤
別
祖
の
祖
名

　
　
　
◎
氏
姓
・
職
掌
の
由
来

一11一



332

　
②
　
④
改
賜
姓
に
か
か
わ
る
系
譜

が
骨
格
と
な
っ
て
い
た
。
ω
を
単
純
化
す
れ
ば
、
「
祖
の
A
が
、
B
天
皇
の
世
に

仕
え
奉
り
、
C
と
い
う
ウ
ヂ
（
お
よ
び
カ
バ
ネ
）
名
を
賜
わ
る
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
ウ
ヂ
名
が
与
え
ら
れ
る
の
が
、
次
の
歴
史
的
段
階
で
あ
り
、
部
民
制

の
成
立
と
関
係
し
て
い
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　
＊
＊
人
と
い
う
人
制
の
名
称
は
新
羅
の
金
石
文
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
元
来
は
中
国
の
制
度
呼
称
で
あ
り
、
遅
く
と
も
五
世
紀
の
対
宋
外
交
を
通
し

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
部
民
制
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
百
済
の
部
制
の
影
響
が
強
い
。
獲
加
多
支
歯
（
雄
略
）
で
対
宋
外
交

は
途
絶
え
る
が
、
そ
の
後
に
百
済
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
世
紀
の

対
宋
外
交
で
は
、
吉
田
孝
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
国
的
な
礼
の
秩
序
に
し
た
が

っ
て
い
た
（
「
古
代
社
会
に
お
け
る
『
ウ
ヂ
』
」
）
。
し
か
し
、
対
宋
関
係
の
断
絶
と

と
も
に
、
新
し
い
政
治
組
織
・
社
会
関
係
の
変
化
が
芽
生
え
て
も
い
い
。
考
古
学

的
知
見
で
は
、
白
石
説
で
は
「
畿
内
勢
力
の
覇
権
の
確
立
」
、
田
中
説
で
は
「
父

系
的
か
つ
直
系
的
継
承
へ
の
変
化
」
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
背
後
に
あ

る
「
社
会
変
動
」
が
、
部
民
制
の
創
出
で
あ
り
、
ウ
ヂ
の
成
立
と
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
筆
者
は
人
制
と
部
民
制
の
漢
字
表
記
の
差
異
に
注
目
し
て

い
る
。
和
語
読
み
に
漢
字
表
記
さ
れ
る
の
は
、
部
民
の
三
区
分
説
で
い
え
ば
、
①

名
代
・
子
代
と
、
②
豪
族
所
有
部
（
い
わ
ゆ
る
部
曲
）
で
あ
る
。
③
職
業
部
は
、

む
し
ろ
人
制
と
の
関
係
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
名
代
・
子
代
の
部
の
名
称
は
、
狩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
き

野
久
に
よ
れ
ば
、
穴
穂
部
（
穴
穂
宮
）
・
小
長
谷
部
（
長
谷
列
木
宮
）
の
よ
う
に

宮
号
と
関
係
す
る
（
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

〇
年
）
。
宮
号
は
地
名
な
ど
か
ら
な
り
、
字
音
に
よ
る
和
文
表
記
と
な
る
。
蘇
我

部
や
中
臣
部
な
ど
の
部
曲
が
、
字
音
の
和
文
表
記
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
部
曲
の
成
立
に
は
、
名
代
・
子
代
の
成
立
が
歴
史
的
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
容
易
に
推
察
が
つ
く
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ト
タ

イ
ブ
の
名
代
・
子
代
が
契
機
と
な
り
、
百
済
の
部
制
の
影
響
を
受
け
て
部
民
が
成

立
し
た
と
、
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
人
制
と
部
民
制
と
で
は
、
単
な
る
漢
字
の
表
記
や
読
み
の
問
題
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
質
的
な
違
い
が
あ
る
。

　
部
は
王
権
に
仕
え
奉
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
ト
モ
と
、
ト
モ
の
維
持
の
た
め
に

設
定
さ
れ
た
べ
集
団
を
あ
わ
せ
た
支
配
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
民
制
が
廃

止
さ
れ
る
大
化
改
新
詔
で
は
、
「
子
代
の
民
」
に
屯
倉
、
「
部
曲
の
民
」
に
田
荘
が

と
も
に
廃
止
の
対
象
と
さ
れ
た
。
屯
倉
や
田
荘
は
お
も
に
在
地
に
お
け
る
農
業
経

営
の
拠
点
で
あ
り
、
し
か
も
部
民
の
な
か
に
は
屯
倉
・
田
荘
経
営
と
深
い
関
係
に

あ
る
部
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
い
わ
ゆ
る
職
業
部
を
除
い
て
考
え
れ

ば
、
屯
倉
・
田
荘
と
の
関
係
の
面
に
お
い
て
も
、
人
制
と
部
民
制
と
は
構
造
的
な

差
異
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
部
民
制
の
成

立
に
よ
っ
て
、
日
本
で
ウ
ヂ
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
推
測
に
推
測
を
加
え
た

箇
所
が
多
く
、
今
後
の
研
究
の
捨
石
と
し
た
い
。

（
補
注
）
最
近
、
車
崎
正
彦
氏
は
考
古
学
的
方
法
に
よ
る
検
討
か
ら
、
癸
未
年
の

　
　
　
五
〇
三
年
説
を
提
起
し
て
い
る
（
「
隅
田
八
幡
人
物
画
像
鏡
の
年
代
」
『
継

　
　
　
体
王
朝
の
謎
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
五
年
）
。

（
付
記
）

　
　
筆
者
の
研
究
課
題
は
、
「
六
ー
七
世
紀
に
お
け
る
氏
・
姓
制
の
研
究
」
で
あ

　
っ
た
が
、
氏
の
成
立
史
に
重
点
が
あ
る
の
で
、
表
題
の
よ
う
に
改
め
た
。
七
世

　
紀
の
氏
は
『
日
本
書
紀
』
研
究
が
中
心
と
な
る
が
、
機
会
を
改
め
た
い
。

（
よ
し
む
ら
　
た
け
ひ
ご
）
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